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人
民
解
放
軍
を
含
む
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
「
武
装
力
量
」
を
統
括
す

る
最
高
軍
事
指
導
機
関
、
中
国
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
（
中
央
軍

委
）
に
お
い
て
、
最
近
、
異
変
が
続
い
て
い
る
。
習
近
平
主
席
の
下

で
中
央
軍
委
は
数
十
年
ぶ
り
に
最
小
規
模
へ
と
縮
小
さ
れ
た
上
、
委

員
の
相
次
ぐ
失
脚
に
よ
っ
て
生
じ
た
ポ
ス
ト
の
空
白
が
い
ま
だ
埋
め

ら
れ
て
い
な
い
。
事
態
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も

の
の
、
そ
の
背
景
に
は
、
10
年
に
わ
た
る
軍
事
改
革
の
過
程
で
加
速

し
た
、
習
近
平
へ
の
権
力
集
中
が
深
く
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
端
的
に
言
え
ば
、
中
央
軍
委
の
現
状
は
、
一
部
メ
デ
ィ
ア
が
指

摘
す
る
よ
う
な
習
近
平
の
権
力
基
盤
の
弱
体
化
や
、
党
の
指
導
に
対

す
る
軍
の
離
反
や
抵
抗
の
兆
候
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ

れ
は
、
軍
に
対
す
る
習
近
平
の
個
人
支
配
の
強
化
、
お
よ
び
そ
の
結

果
と
し
て
の
習
近
平
と
軍
の
制
度
的
一
体
化
が
進
展
し
た
こ
と
の
帰

結
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
中
央
軍
委
の
歴
史
的
変
遷
を
参
照
し
つ
つ
、
現

在
の
状
態
が
現
代
中
国
の
政
治
史
上
い
か
に
異
例
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
。
そ
の
上
で
、
毛
沢
東
時
代
、
特
に
文
化
大
革
命
（
文
革
）
の

前
後
に
お
け
る
中
央
軍
委
の
状
況
と
の
異
同
を
確
認
す
る
。さ
ら
に
、

中
央
軍
委
主
席
の
権
威
と
権
限
強
化
を
背
景
に
断
行
さ
れ
た
軍
事
改

革
が
、
戦
備
体
制
の
向
上
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
な
が
ら
も
、
習

中
央
軍
事
委
員
会
に
起
き
て
い
る「
異
変
」

─
─
軍
統
制
の
個
人
化
が
も
た
ら
す
組
織
的
影
響

最
高
軍
事
指
導
機
関
は
い
ま
、
文
革
以
来
の
激
変
期
に
あ
る
。

習
近
平
の
軍
掌
握
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
こ
に
潜
む
リ
ス
ク
と
は
。

・
極
端
な
減
員
で
、
習
個
人
に
よ
る
意
思
決
定
の
独
占
を
固
定
化

・
政
治
工
作
部
門
の
後
退
な
ど
、
軍
の
自
律
性
は
弱
ま
る

・
後
継
者
確
定
後
も
軍
事
部
門
で
の
習
の
権
限
は
継
続
か

青
山
学
院
大
学
教
授

林 

載
桓

イ
ム　
ジ
ェ
フ
ァ
ン　
ソ
ウ
ル
大
学
卒
業
、
２
０
１

１
年
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
現
代
中
国
政
治
、

比
較
政
治
。
著
書
に
『
人
民
解
放
軍
と
中
国
政
治
』、

共
編
著
に
『
現
代
中
国
の
政
治
制
度
』
な
ど
。
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近
平
個
人
と
解
放
軍
の
制
度
的
結
合
を
深
化
さ
せ
、
政
治
的
・
組
織

的
リ
ス
ク
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、

こ
の
よ
う
な
中
央
軍
委
の
異
常
状
態
が
、
将
来
の
権
力
継
承
の
プ
ロ

セ
ス
に
い
か
な
る
含
意
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

何
が
ど
れ
ほ
ど
異
常
な
の
か

表
１
は
、
文
革
以
来
の
中
央
軍
事
委
員
会
に
お
け
る
委
員
数
の
変

遷
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
２
０
０
０
年
代
以
降
、

10
～
11
人
と
安
定
的
に
推
移
し
て
い
た
委
員
の
数
が
、
習
近
平
第
２

期
に
入
り
７
人
へ
と
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
22
年
10

月
の
党
大
会
に
お
い
て
７
人
体
制
で
発
足
し
た
中
央
軍
委
は
、
今
年

10
月
の
時
点
で
３
人
が
解
任
さ
れ
、
現
在
、
主
席
の
習
近
平
を
含
め

わ
ず
か
４
名
か
ら
な
る
指
導
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
文
革
期
を

も
上
回
る
「
崩
壊
的
」

状
況
と
評
し
て
過
言
で

は
な
い
。

劇
的
な
変
化
は
、
委

員
の
「
数
」
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
よ
り
注
目
す

べ
き
は
、
17
年
を
境
に

中
央
軍
委
メ
ン
バ
ー
の

職
責
構
成
が
大
き
く
変

化
し
た
点
で
あ
る
（
表

２
）。
習
近
平
政
権
第

１
期
の
中
央
軍
委
は
、

作
戦
部
門
と
政
治
工
作

部
門
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表

す
る
２
名
の
副
主
席
を

筆
頭
に
、
中
央
４
総
部

（
参
謀
、
政
治
、
装
備
、

後
勤
）の
責
任
者
４
名
、

さ
ら
に
海
軍
・
空
軍
・

ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
司
令
官

と
国
防
部
長
か
ら
構
成

表 1　中央軍事委員会委員
数の推移（1966年～）
期間（年） 主席 人数

1966-1976 毛沢東 5～12名

1976-1981 華国鋒 10～14名

1981-1989 鄧小平 7名

1989-1999 江沢民 9名

1999-2004 江沢民 10名

2004-2007 胡錦濤 11名

2007-2012 胡錦濤 11名

2012-2017 習近平 11名

2017-2022 習近平 7名

2022-現在 習近平 （発足） 7名
（現在） 4名

（筆者作成）

表 2　中央軍事委員会指導部（2022年発足）
氏名 2022年の役職 出身／履歴 現在の状態

習近平 主席 文民／党総書記・国家主席 在任

張又侠 副主席 陸軍／後勤部出身、中核指導者世代 在任

何衛東 副主席 陸軍／東部戦区司令官など（台湾担当） 解任・除名

李尚福 委員・装備発展部長（＊） 航天・装備／中央軍委装備発展部等 解任・除名

劉振立 委員・連合参謀部参謀長 陸軍／陸軍司令官 在任

苗華 委員・政治工作部主任 海軍／政治工作系統 解任・除名

張昇民 委員・紀律検査委書記（＊＊） 第 2砲兵／政治工作系統 在任

（＊）2023年 3 月国防部長に就任　　（＊＊）25年10月に副主席に昇進　網掛けは解任・除名された者（筆者作成）
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さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
17
年
以
降
の
中
央
軍
委
で
は
、
副
主

席
２
名
が
い
ず
れ
も
作
戦
部
門
の
出
身
と
な
っ
て
お
り
（
政
治
工
作

部
門
出
身
の
副
主
席
は
不
在
）、
以
前
の
職
責
構
成
か
ら
残
さ
れ
た

の
は
国
防
部
長
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
今
や
中
央
軍
委

の
直
属
機
構
と
な
っ
た
連
合
参
謀
部
と
政
治
工
作
部
、
そ
し
て
紀
律

検
査
部
門
の
責
任
者
が
委
員
に
加
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存

の
委
員
か
ら
各
軍
種
の
司
令
官
が
外
さ
れ
、
紀
律
検
査
部
門
の
ト
ッ

プ
ポ
ス
ト
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
、
現
在
の
指
導
部
の
最
大
の
特
徴

と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
中
央
軍
委
は
、
軍
内
の
多
様
な
意
見
や
情

報
を
伝
え
る
集
合
体
と
し
て
の
性
格
を
大
き
く
失
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
中
央
軍
委
は
通
常
の
党
組
織
（
党
委
員
会
ま
た
は
党

支
部
）
と
異
な
り
、
常
務
委
員
会
を
設
け
ず
、
集
団
指
導
制
で
な
い

「
主
席
責
任
制
」
を
組
織
原
理
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

主
席
が
健
在
で
あ
る
限
り
、
委
員
構
成
の
変
化
の
み
を
も
っ
て
組
織

の
現
状
を
「
崩
壊
」
や
「
機
能
不
全
」
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
組
織
の
運
用
上
、
副
主
席
を
含
む
全
て
の
委
員
は
、
現
役
の
軍

幹
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
主
席
に
よ
る
戦
略
判
断
と
政
策
決
定
を
補
佐

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
央
軍
委
指
導

部
の
縮
小
は
、
主
席
個
人
に
よ
る
意
思
決
定
の
独
占
を
実
質
的
に
強

化
し
よ
う
と
す
る
動
き
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
、
中
央
軍
委
の
指
導
部
が
現
在
の
よ
う
な
規
模
に
ま
で
縮
小

さ
れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
な
い
。
１
９
６
６
年
に
文
革
が
発

動
さ
れ
る
と
、
中
央
軍
委
の
指
導
部
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
75
年

に
常
務
委
員
会
が
復
活
さ
れ
る
ま
で
、
副
主
席
数
名
の
み
が
残
る
状

態
が
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
央
軍
委
の
「
崩
壊
的
」
状
況
を
引
き

起
こ
し
た
の
は
、
造
反
派
に
よ
る
軍
批
判
を
容
認
し
、
多
く
の
軍
指

導
幹
部
を
失
脚
さ
せ
た
毛
沢
東
本
人
で
あ
る
。

毛
沢
東
と
人
民
解
放
軍
の
歴
史
的
「
デ
ジ
ャ
ビ
ュ
」
か

習
近
平
は
、
リ
ー
ダ
ー
個
人
へ
の
権
力
集
中
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重

視
の
統
治
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
毛
沢
東
と

の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
。中
で
も
特
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
の
は
、

権
力
基
盤
と
し
て
の
軍
の
重
要
性
の
認
識
、
そ
し
て
軍
統
制
に
対
す

る
、
ほ
と
ん
ど
執
着
に
近
い
ほ
ど
の
強
い
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
両
者

の
下
で
中
央
軍
委
が
指
導
部
の
著
し
い
縮
小
を
来
し
て
い
る
の
は
、

軍
に
対
す
る
期
待
や
軍
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
特
徴
に
そ

の
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

毛
沢
東
の
場
合
、
文
革
の
発
動
以
前
か
ら
す
で
に
軍
を
重
視
す
る

傾
向
が
明
確
に
表
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
１
９
６
３
年
に
始
ま
っ
た

「
人
民
解
放
軍
に
学
ぶ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
の
典
型
で
あ
り
、中
央

の
党
組
織
に
お
け
る
「
官
僚
主
義
」
へ
の
批
判
と
連
動
し
て
推
進
さ

れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
一
時
的
な
断
絶
を
挟
み
つ
つ
も
、
文
革
発
動
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後
に
展
開
さ
れ
る
軍
の
全
面
的
な
政
治
動
員
の
土
台
を
形
成
し
た
と

言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
軍
は
、
権
力
基
盤
の
一
要

素
に
と
ど
ま
ら
な
い
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
一
時
期
、

軍
を
党
に
代
わ
る
、
あ
る
い
は
党
と
並
ぶ
国
家
統
治
の
柱
と
み
な
し

た
。
実
際
に
文
革
期
に
設
立
さ
れ
た
軍
主
導
の
革
命
委
員
会
は
、
そ

う
し
た
毛
沢
東
の
信
念
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
統
治
体
制
全
般
に
お
け
る
軍
の
役
割
が
拡
大
す
る
に
つ

れ
、
党
に
よ
る
軍
統
制
の
象
徴
で
あ
り
執
行
機
関
で
も
あ
る
中
央
軍

委
の
権
威
と
機
能
は
低
下
し
て
い
く
。
軍
の
全
面
的
な
政
治
動
員
に

戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
軍
の
指
導
幹
部
が
相
次
い
で
批
判
さ
れ
、

失
脚
す
る
中
、
常
務
委
員
会
に
代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
軍
委
弁
公
会

議
や
領
導
小
組
が
毛
沢
東
と
軍
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
文
革
初
期
の
混
乱
が
収
束
し
て
も
、
ま
た

軍
の
実
力
者
で
後
継
者
で
あ
っ
た
林
彪
が
失
脚
し
た
後
も
、
毛
沢
東

は
中
央
軍
委
指
導
部
の
「
正
常
化
」
を
図
ら
な
か
っ
た
。

習
近
平
の
軍
事
改
革
と
軍
統
制
の
個
人
化

で
は
、
習
近
平
と
軍
の
関
係
、
そ
し
て
中
央
軍
委
の
現
状
は
、
毛

沢
東
時
代
、
と
り
わ
け
文
革
期
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
軍
を
め
ぐ
る
政
治
的
・
制
度
的
環
境
は
文

革
期
と
現
在
と
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
、
地
方
統
治
へ
の

軍
の
関
与
は
、
自
然
災
害
な
ど
に
伴
う
一
時
的
動
員
を
除
い
て
極
め

て
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、習
近
平
政
権
に
入
っ
て
か
ら
は
、

軍
と
地
方
の
結
び
つ
き
は
い
っ
そ
う
希
薄
化
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
統
治
の
現
場
か
ら
の
軍
の
退
場
は
、
統
治
体

制
の
維
持
や
エ
リ
ー
ト
政
治
の
安
定
に
お
け
る
軍
の
重
要
性
が
低
下

し
た
こ
と
を
全
く
意
味
し
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
中

国
が
大
国
と
し
て
直
面
す
る
安
全
保
障
環
境
の
深
刻
化
を
背
景
に
、

戦
闘
能
力
を
主
と
す
る
軍
事
力
の
増
強
が
よ
り
い
っ
そ
う
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
党
の
リ
ー
ダ
ー

個
人
に
軍
統
制
の
排
他
的
権
限
を
付
与
す
る
と
い
う
、
毛
沢
東
以
来

の
制
度
的
仕
組
み
が
今
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に

後
者
は
、
エ
リ
ー
ト
対
立
の
暴
力
化
を
抑
止
す
る
装
置
と
し
て
機
能

し
て
き
た
一
方
で
、
軍
を
リ
ー
ダ
ー
個
人
の
権
力
維
持
の
手
段
へ
と

転
化
さ
せ
る
可
能
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
軍
統
制
の
権
限
を
有
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

の
権
限
を
常
に
有
効
に
行
使
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
何
よ
り
も
、

毛
沢
東
や
鄧
小
平
と
は
異
な
り
、
江
沢
民
以
降
の
党
の
リ
ー
ダ
ー
は

実
際
の
戦
闘
経
験
を
持
た
ず
、
そ
の
意
味
で
（
少
な
く
と
も
政
権
発

足
当
初
は
）
軍
事
部
門
の
素
人
と
し
て
軍
隊
統
制
の
重
責
に
当
た
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
習
近
平
の
場
合
、
軍
事
改
革
を
通
じ
て
、
軍
統

制
の
制
度
的
権
限
を
最
大
限
に
利
用
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
権
力
基
盤
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の
強
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
多
く
の
研
究
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
軍
事
改
革

は
、
戦
闘
能
力
の
増
大
を
目
的
と
し
た
組
織
再
編
と
し
て
、
建
国
以

来
最
大
規
模
の
改
革
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
改
革
を
推
進
す
る
原
動

力
と
し
て
、
習
近
平
個
人
の
権
威
と
権
限
が
大
い
に
強
調
さ
れ
た
。

主
席
責
任
制
は
そ
の
制
度
的
、
理
念
的
支
柱
と
な
り
、
改
革
に
対
す

る
軍
内
の
不
満
と
抵
抗
を
防
ぐ
手
段
と
な
っ
た
。

先
述
し
た
17
年
以
降
の
中
央
軍
委
指
導
部
の
縮
小
、
メ
ン
バ
ー
ら

の
職
責
構
成
の
変
化
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
軍
事
改
革
に

よ
る
組
織
再
編
の
結
果
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
改
革

の
実
施
過
程
で
進
行
し
た
習
近
平
個
人
へ
の
権
力
集
中
は
、
中
央
軍

委
内
部
の
情
勢
判
断
や
意
思
決
定
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
軍
の
組
織

的
自
律
性
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
、
中
央
軍
委
指
導
体
制
の
規
模
と
機
能
の
縮
小
は
、
文
民
で

あ
る
主
席
と
軍
幹
部
の
間
に
存
在
す
る
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
を
い
っ
そ
う

拡
大
さ
せ
、
情
勢
や
政
策
判
断
の
質
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
点
は
、
安
全
保
障
環
境
の
複
雑
化
と
そ
れ
に
伴
う
軍
の
専
門
化

の
進
展
と
い
う
一
般
的
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
わ

ず
か
４
人
の
指
導
体
制
の
下
で
、
情
報
の
収
集
、
分
析
か
ら
、
意
思

決
定
、
さ
ら
に
は
組
織
統
制
、
運
用
ま
で
を
効
率
的
に
遂
行
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
15
年
以
降
の
改
革
に
よ
っ
て
、
中

央
軍
委
は
機
構
的
に
む
し
ろ
肥
大
化
し
て
お
り
、
そ
の
統
合
的
管
理

が
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
重
大
な
リ
ス
ク
と
し
て
、
軍
の
組
織
的
自
律
性
に
与

え
る
影
響
が
あ
る
。
関
連
す
る
最
近
の
動
き
と
し
て
、
軍
内
政
治
工

作
部
門
の
全
面
的
な
構
造
改
革
が
注
目
さ
れ
る
。
21
年
に
改
訂
さ
れ

た
「
軍
隊
政
治
工
作
条
例
」
は
、
主
席
責
任
制
を
党
に
よ
る
軍
指
導

の
根
本
原
理
と
し
て
位
置
付
け
る
一
方
で
、
紀
律
検
査
委
員
会
や
政

法
委
員
会
な
ど
、
軍
の
監
視
と
統
制
に
関
連
す
る
業
務
を
政
治
工
作

系
統
か
ら
明
確
に
分
離
す
る
条
項
を
設
け
て
い
る
。

従
来
か
ら
人
民
解
放
軍
の
政
治
工
作
部
門
は
、
事
実
上
党
組
織
に

代
わ
っ
て
人
事
管
理
や
紀
律
監
視
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
軍
の
自

律
性
を
維
持
、
保
障
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
点
を
踏
ま

え
る
と
、
今
回
の
構
造
改
革
は
、
政
治
工
作
部
門
の
形
骸
化
を
通
じ

て
党
に
よ
る
軍
統
制
─
─
よ
り
正
確
に
は
習
近
平
個
人
に
よ
る
軍
統

制
─
─
を
強
め
、
軍
の
組
織
的
自
律
性
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き

と
し
て
解
釈
で
き
る
。

権
力
継
承
の
ジ
レ
ン
マ
と
軍

以
上
、
軍
統
制
の
個
人
化
と
い
う
視
点
か
ら
中
央
軍
委
の
現
状
を

説
明
し
、
そ
れ
が
従
来
の
党
軍
関
係
、
お
よ
び
軍
の
戦
争
能
力
に
与

え
得
る
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
習
近
平
は
、
既
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存
の
慣
行
や
仕
組
み
を
大
幅
に
変
更
し
て
ま
で
、
軍
統
制
の
強
化
に

固
執
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
上
述
し
た
安
全
保

障
環
境
の
変
化
に
加
え
、
権
力
継
承
の
問
題
が
あ
る
。

今
後
の
権
力
継
承
の
展
開
に
は
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
が
想
定
さ
れ
る

も
の
の
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
次
期
リ
ー
ダ
ー
が
軍
に
対
し
て

一
定
の
権
威
と
統
制
力
を
確
立
で
き
る
か
ど
う
か
が
安
定
的
な
権
力

移
行
の
必
要
条
件
と
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
習

近
平
と
軍
の
関
係
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
権
力
継
承
の
安
定
性
は
、
習

近
平
個
人
の
判
断
と
戦
略
、
そ
し
て
何
よ
り
彼
の
健
康
状
態
に
左
右

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
も
そ
も
、
現
職
の
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
権
力
継
承

は
常
に
重
大
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。
最
大
の
リ
ス
ク
は
、
後
継
者
が
現

行
の
政
治
的
・
政
策
的
路
線
か
ら
逸
脱
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
可
能

性
で
あ
る
。
後
継
者
の
逸
脱
に
対
す
る
恐
怖
は
、
後
継
者
選
定
に
お

い
て
能
力
よ
り
も
忠
誠
心
を
優
先
す
る
傾
向
を
生
み
出
す
。
し
か
し

問
題
は
、
ど
れ
ほ
ど
忠
誠
心
の
強
い
人
物
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
い

っ
た
ん
後
継
者
と
し
て
認
定
さ
れ
権
力
の
移
行
が
始
ま
る
と
、
そ
の

関
係
の
安
定
性
は
保
証
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
権
威
主
義

政
治
に
よ
く
観
察
さ
れ
る
権
力
継
承
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
緩
和
す
る
一
つ
の
方
策
は
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー

の
行
動
を
「
事
後
的
に
」
抑
制
ま
た
は
修
正
で
き
る
制
度
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
権
力
の
個
人
化
の
後
に
、
し
ば
し
ば

集
団
指
導
制
が
再
び
登
場
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
ロ
ジ
ッ
ク
に
基
づ

く
現
象
で
あ
る
。
本
稿
の
文
脈
で
言
え
ば
、
現
職
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ

て
、
軍
に
対
す
る
影
響
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
後
継
者
の
逸
脱
を

防
ぐ
極
め
て
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
方
策

が
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
後
継
者
は
軍
に
独
自
の
影
響
力
を
持
た

ず
、
軍
事
に
疎
い
「
弱
い
」
人
物
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
円
滑
な
権
力
継
承
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
習
近

平
の
意
図
が
全
て
計
画
通
り
に
実
現
し
、
か
つ
彼
の
健
康
状
態
が
良

好
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
仮
に
、
軍
統
制
の
個
人
化
が

極
度
に
進
ん
だ
状
況
で
主
席
不
在
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
軍

統
制
の
空
白
が
発
生
し
、
ひ
い
て
は
軍
に
対
す
る
文
民
エ
リ
ー
ト
の

競
争
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、軍
の
分
裂
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
政
治
の
混
乱
は
、
対
外
的
な
紛
争
へ
と
波
及
し

か
ね
な
い
危
険
を
は
ら
ん
で
お
り
、
特
別
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

毛
沢
東
死
後
、
中
国
が
（
曲
が
り
な
り
に
も
）
大
き
な
混
乱
な
く

権
力
継
承
を
実
現
で
き
た
の
は
、
軍
内
に
お
い
て
す
で
に
一
定
の
影

響
力
を
確
立
し
て
い
た
鄧
小
平
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
鄧
小
平
で
さ
え
も
、
軍
の
掌
握
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
中
越
戦
争
と
い
う
高
い
リ
ス
ク
を
伴
う
政
策
手
段

を
必
要
と
し
た
こ
と
を
、
併
せ
て
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。


